
老
朽
化
率
を
10
％
へ

水
道
課
で
は
、
江
津
市
水

道
事
業
経
営
戦
略
に
よ
り
投

資
・
財
政
計
画
を
作
成
し
て

お
り
、
10
年
間
で
約
25
億
２

４
４
万
円
を
投
じ
て
水
道
の

老
朽
管
の
更
新
・
送
配
水
施

設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

山
下
市
長
も
昨
年
の
市
議

会
３
月
定
例
会
の
施
政
方
針

演
説
で
、
水
道
管
老
朽
化
に

よ
る
破
損
事
故
に
つ
い
て
触

れ
て
お
り
、
法
定
耐
用
年
数

の
40
年
を
超
え
る
水
道
管
が
、

２
０
２
０
年
３
月
末
時
点
で

48
・
５
㎞
に
上
り
ま
す
。
老

朽
化
率
は
12
％
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
取
り
組
み
全
体
で

老
朽
化
率
を
10
％
未
満
へ
下

げ
る
と
し
て
い
ま
す
。

水
道
課
は
こ
の
計
画
で
、

安
定
し
た
水
源
確
保
が
困
難

な
地
域
へ
の
連
絡
管
整
備
工

事
、
重
要
給
水
施
設
へ
送
る

橋
梁
添
架
管
の
耐
震
化
、
漏

水
の
多
い
老
朽
管
の
布
設
替

え
、
公
共
工
事
の
施
工
に
伴

う
配
水
管
の
移
転
補
償
工
事

を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
内
16
カ
所
で
整
備

21
年
度
で
は
、
２
億
８
４

１
８
万
円
を
投
じ
て
市
内
16

カ
所
の
工
事
を
行
い
（
左
表

参
照
）
、
老
朽
化
率
は
11
・

３
％
へ
下
が
る
見
込
み
で
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
給
水
収

益
減
少
で
、
水
道
事
業
の
経

営
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

で
す
。
し
か
し
、
安
全
な
飲

料
水
の
供
給
に
は
、
施
設
更

新
は
不
可
避
で
す
。
将
来
的

な
水
道
料
金
値
上
げ
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
一
般
会
計

か
ら
水
道
会
計
へ
の
繰
り
入

れ
も
視
野
に
入
れ
る
と
と
も

に
、
公
共
事
業
を
含
め
て
、

市
民
の
声
に
基
づ
か
な
い
無

駄
遣
い
を
や
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
に
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

４
月
24
日
、
国
土
交
通
省

が
設
置
し
た
『
江
の
川
流
域

治
水
推
進
室
』
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
江
の
川
流

域
が
立
て
続
け
に
豪
雨
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
た
め
で
、
国
・

県
・
沿
川
自
治
体
が
連
携
し

て
、
治
水
と
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
国
土
交
通
省

の
出
先
と
し
て
江
の
川
下
流

出
張
所
（
渡
津
町
）
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
役
割
は
河
川

の
維
持
・
管
理
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
『
推

進
室
』
は
、
国
土
交
通
省
が

「
緊
急
対
策
特
定
区
間
」
と

指
定
し
た
江
の
川
下
流
に
つ

い
て
、
流
域
全
体
の
安
全
を

最
大
限
確
保
す
る
た
め
、
調

査
・
計
画
・
調
整
な
ど
に
あ

た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
江
の
川
の

整
備
事
業
に
、
２
０
２
１
年

度
か
ら
の
10
年
間
で
約
２
５

０
億
円
を
投
入
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の

具
体
化
の
た
め
、
『
推
進
室
』

は
２
０
２
２
年
度
に
「
江
の

川
中
・
下
流
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
仮
称
）
」
を
策
定
す

る
予
定
で
、
21
年
度
は
そ
の

素
案
を
ま
と
め
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
状
況
を

周
知
す
る
た
め
、
『
江
の
川

だ
よ
り
』
を
隔
月
で
刊
行
す

る
予
定
で
、
沿
川
の
自
治
会

な
ど
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

事
業
の
前
提
条
件
が
示

さ
れ
な
い

『
推
進
室
』
で
は
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
待
ち
で

は
な
く
、
現
在
進
行
中
の
治

水
事
業
に
も
、
沿
川
住
民
の

声
を
取
り
入
れ
対
応
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
今
年

２
・
３
月
に
は
、
築
堤
・
宅

地
か
さ
上
げ
・
移
転
と
い
っ

た
今
後
の
治
水
事
業
に
つ
い

て
の
住
民
説
明
会
も
行
わ
れ
、

地
域
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
受

け
て
、
住
民
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
２
回
目
の
説
明

会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
過
疎
化
・
高
齢

化
に
よ
り
協
議
を
ま
と
め
る

旗
振
り
役
が
い
な
い
、
住
民

間
の
意
識
の
差
が
大
き
く
協

議
が
進
ま
な
い
と
い
っ
た
地

域
か
ら
の
声
も
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ま
で
の
説

明
会
で
、
住
民
の
意
思
決
定

に
不
可
欠
な
事
業
の
予
定
や

補
償
内
容
が
、
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

今
年
も
出
水
期
が
間
近
に

迫
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
意

向
は
尊
重
さ
れ
て
当
然
で
す

が
、
協
議
の
前
提
や
土
台
が

な
い
地
域
に
は
、
協
議
会
の

立
ち
上
げ
や
、
定
期
的
な
協

議
が
で
き
る
よ
う
、
国
・
県
・

市
が
積
極
的
に
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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２０２１年５月１６日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

江
津
市
水
道
事
業

老
朽
送
配
水
施
設
を
10

年
約
25

億
円
で
整
備

江
津
市
水
道
課
で
は
、
水
道
事
業
経
営
戦
略
（
２
０
１
７

～
２
０
２
６
年
度
）
に
基
づ
い
て
、
計
画
的
に
老
朽
送
配
水

施
設
の
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

間
近
に
迫
っ
た
出
水
期

江
の
川
流
域
治
水
推
進
室
が
開
設

『推進室』は人権啓発センター内に

2021年度での送配水施設整備事業
工事名 金額

県道大田桜江線谷住郷工区防災安全事業に伴う支障移転工事 2535万円

県道川平停車場線道路改良に伴う配水管支障移転工事 530万円

川平宅地造成に伴う配水管布設工事 850万円

公共下水道工事に伴う都野津地区配水管支障移転工事① 2730万円

公共下水道工事に伴う都野津地区配水管支障移転工事② 800万円

公共下水道工事に伴う二宮地区配水管支障移転工事 2210万円

江津本町地区配水管布設替工事 865万円

都野津地区配水管布設替工事 2085万円

水道施設等耐震化事業大浜橋橋梁添架管布設替工事 5839万円

和木地区配水管布設替工事 1040万円

都治地区配水管布設替工事 600万円

川越地区(国道261号)配水管布設替工事 300万円

水道施設等耐震化事業桜江谷地区浄水系統合工事 870万円

江津地区中央監視装置外更新工事 6930万円

弓場浄水場送水ポンプ更新工事 155万円

八戸浄水場送水ポンプ更新工事 78万円



国
民
の
平
和
と
生
存
権

民
主
主
義
を
守
る
運
動
を

３
日
の
街
頭
宣
伝
に
は
、
立

憲
民
主
党
の
山
本
誉
前
県
議
、

日
本
共
産
党
の
森
川
よ
し
ひ
で

市
議
・
多
田
伸
治
市
議
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
多
田
正
哉
氏
、
九

条
の
会
江
津
の
佐
々
木
忠
且
幹

事
が
参
加
し
、
日
本
国
憲
法
の

大
切
さ
を
訴
え
、
菅
政
権
・
自

民
党
が
企
て
る
憲
法
改
悪
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
の
下
で
、
日
本

は
74
年
間
に
わ
た
り
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
ず
、
平
和
の
中
で
経

済
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
憲
法

違
反
の
『
安
保
関
連
11
法
（
戦

争
法
）
』
で
、
米
国
と
一
緒
に

戦
争
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
戦
争
体
験
が
風
化
す
る
中

で
、
悲
惨
な
実
態
を
語
り
継
ぐ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
が
国
民
の
暮
ら
し
を

苦
し
め
、
医
療
崩
壊
を
招
い
て

い
ま
す
。
菅
内
閣
は
、
憲
法
25

条
が
国
民
に
保
障
す
る
生
存
権

す
ら
軽
視
し
て
お
り
、
菅
政
権

の
存
続
が
国
民
の
命
を
脅
か
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
各
弁
士
が
「
10
月

ま
で
に
必
ず
行
わ
れ
る
衆
議
院

総
選
挙
で
、
市
民
と
野
党
の
共

闘
に
よ
り
、
政
権
交
代
に
追
い

込
も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

国
民
投
票
改
正
の
狙
い

憲
法
改
悪
へ
の
扉
を
開
く

い
ま
、
危
険
な
動
き
と
し
て

自
民
党
・
公
明
党
が
国
会
へ
提

案
し
、
11
日
に
衆
院
で
可
決
さ

れ
た
国
民
投
票
法
改
定
案
が
あ

り
ま
す
。

菅
首
相
は
３
月
の
自
民
党
大

会
で
「
憲
法
改
正
の
第
一
歩
」

と
述
べ
て
お
り
、
改
憲
の
扉
を

開
く
も
の
で
、
日
本
を
海
外
で

無
制
限
に
武
力
行
使
す
る
「
戦

争
国
家
」
や
、
緊
急
事
態
を
名

目
に
基
本
的
人
権
を
停
止
す
る

「
独
裁
国
家
」
へ
つ
く
り
変
え

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
３
日
の

「
５
・
３
憲
法
大
行
動
」
で
、

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
が
指
摘
し
ま
し
た
が
、
江
津

で
の
街
頭
宣
伝
で
も
佐
々
木
忠

且
幹
事
が
取
り
上
げ
、
「
決
し

て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル

市
民
が
声
を
上
げ
よ
う

全
国
「
九
条
の
会
」
事
務
局

（
小
森
陽
一
局
長
）
は
、
５
月

３
日
に
「
い
ま
こ
そ
市
民
が
声

を
上
げ
る
と
き
、
憲
法
９
条
破

壊
の
新
た
な
段
階
に
立
ち
向
か

お
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
ま

し
た
。

ア
ピ
ー
ル
は
、
４
月
16
日
の

日
米
共
同
声
明
が
、
台
湾
海
峡

の
平
和
と
安
定
を
口

実
に
、
台
湾
有
事
で

の
米
軍
の
軍
事
行
動

に
対
し
て
、
武
力
行

使
を
含
め
日
本
の
加

担
を
約
束
し
た
こ
と

を
警
告
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
米
共
同
声

明
で
は
、
中
国
と
の

軍
事
対
決
を
念
頭
に

日
本
の
「
防
衛
力
」

増
強
に
加
え
、
辺
野
古
や
馬
毛

島
で
の
基
地
建
設
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
日
米
軍
事
同
盟
強

化
と
憲
法
９
条
破
壊
が
新
た
な

段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
米
同
盟

強
化
の
目
的
が
、
中
国
の
東
シ

ナ
海
な
ど
で
の
覇
権
的
な
行
動

の
阻
止
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
「
こ
れ
に
日
米
軍
事
同

盟
強
化
で
対
抗
す
る
こ
と
は
、

米
中
の
軍
事
的
緊
張
を
高
め
、

日
本
を
巻
き
込
ん
だ
戦
争
の
危

険
を
呼
び
込
む
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

世
界
の
人
々
が
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
中
、
軍
備
拡
大
や
戦
争

に
明
け
暮
れ
て
い
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
国
憲
法
の

価
値
を
再
認
識
し
、
「
全
世
界

の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と

欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う

ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る

（
日
本
国
憲
法
前
文
）
」
と
の

理
念
を
活
か
し
た
政
治
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
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「
高
齢
者
医
療
費
２
倍
化
法

案
」
が
衆
議
院
で
自
民
・
公
明
・

維
新
・
国
民
民
主
の
賛
成
に
よ

り
可
決
さ
れ
、
参
議
院
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
法
案
は
、
一

定
の
所
得
が
あ
る
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
を
、
１
割
か
ら
２
割

へ
２
倍
に
す
る
も
の
で
す
。

１
割
負
担
で
は
あ
っ
て
も
、

３
割
負
担
の
現
役
世
代
よ
り
も

医
療
費
負
担
が
高
い
高
齢
者
も

お
り
、
現
状
で
も
医
療
費
負
担

が
重
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、

法
案
が
通
れ
ば
さ
ら
に
重
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
実
際
に
政
府

試
算
で
も
、
負
担
増
は
平
均
３

万
４
０
０
０
円
に
上
り
ま
す
。

病
気
が
多
く
、
治
療
が
長
引
く

ほ
ど
負
担
は
増
え
ま
す
。

２
倍
化
に
よ
り
受
診
抑
制
が

起
き
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

政
府
も
２
倍
化
で
、
国
が
負
担

す
る
給
付
費
が
１
８
８
０
億
円

減
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
窓

口
負
担
の
増
大
が
原
因
で
、
受

診
を
我
慢
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

れ
ば
、
国
民
皆
保
険
が
空
洞
化

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

政
府
は
、
現
役
世
代
の
負
担

軽
減
の
た
め
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
負
担
減
は
国
・
自
治
体
の

９
８
０
億
円
、
事
業
主
の
３
６

０
億
円
に
対
し
、
現
役
世
代
は

１
人
あ
た
り
年
３
５
０
円
に
過

ぎ
ず
、
国
と
事
業
主
の
負
担
軽

減
が
狙
い
な
の
は
明
ら
か
で
す
。

将
来
的
な
負
担
が
増
え
る
の
で

す
か
ら
、
現
役
世
代
は
実
質
的

に
は
負
担
増
で
す
。

加
え
て
、
２
倍
化
に
つ
い
て

「
所
得
の
額
が
政
令
で
定
め
る

額
以
上
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
問
題
で
す
。
と
き
の
政
権
の

独
断
に
よ
る
政
令
変
更
の
み
で
、

国
会
審
議
な
し
に
医
療
費
を
２

倍
に
で
き
、
ど
ん
な
に
所
得
が

低
く
て
も
、
負
担
が
倍
増
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針
に
、
市
町
村

の
保
険
料
水
準
の
平
準
化
や
法

定
外
繰
り
入
れ
解
消
を
求
め
て

い
る
点
も
問
題
で
す
。
自
治
体

が
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ

の
法
定
外
繰
り
入
れ
が
で
き
な

く
な
れ
ば
、
国
保
料
値
上
げ
と

な
り
ま
す
。
国
保
は
、
健
保
組

合
・
協
会
け
ん
ぽ
と
比
べ
て
も

保
険
料
が
高
過
ぎ
ま
す
。
今
や

る
べ
き
は
、
国
が
公
費
を
投
入

し
、
国
保
料
を
協
会
け
ん
ぽ
並

み
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
で
す
。

国
保
加
入
の
自
営
業
者
・
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
・
非
正
規
雇
用
労

働
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
国

保
料
値
上
げ
へ
国
が
圧
力
を
か

け
る
法
案
な
ど
、
絶
対
に
認
め

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

深
野
政
勝

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

医

療

費

２

倍

化

法

案

の

問

題

点

日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
74
年

改
憲
許
さ
ず
暮
ら
し
に
活
か
せ

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
が
苦
し
む
状
況
下
、
菅
政
権
・
自
民
党
が
憲

法
へ
『
緊
急
事
態
条
項
』
を
盛
り
込
む
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
、
九
条
の
会
江
津
が
「
憲
法
を
活
か

し
て
、
平
和
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
」
と
、
市
内
６
カ
所
で
街
頭
宣

伝
を
行
い
、
各
地
で
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

12
日

８
日

７
日

４
日

４
日

３
日

１
日

30
日

大

屋

照

雄

横

田

浪

女

代

山

本

士

郎

倉

賀

野

和

継

田

中

朝

枝

田

中

茂

久

沖

田

憲

治

森

田

安

子

（
81
）

（
90
）

（
77
）

（
87
）

（
95
）

（
74
）

（
73
）

（
96
）

二

宮

町

二

宮

町

都

野

津

町

都

野

津

町

嘉

久

志

町

渡

津

町

敬

川

町

桜
江
町
谷
住
郷


